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【応募用紙】 

 

 

１ 応募者概要  

事 

 

業 

 

所 

名  称 

（ふりがな： かぶしきかいしゃあーるいーじぇい よこはまじぎょうしょ） 

株式会社REJ 横浜事業所 

代表者役職・氏名 
代表取締役社長 久保江 和広 

従業員数 
２３５名 

（横浜事業所） 

所 在 地 
〒２３６―８６４１ 

横浜市金沢区福浦２―３―２ 

ホームページアドレス https://www.rej.jp/company/outline/ 

事業開始年月 １９６４年１月１０日 
環境への取組を 

開始した年月 
２００３年１月  

事業内容 

産業機械用モータドライブ及び制御システム等の開発・製造・販売・サービス 

 

 

 

環境への取組について

過去に受けた表彰等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 独立行政法人環境再生保全機構 

＜野生動物の保護、緑化活動、砂漠化の防止等のため、地球環境基金に寄付＞ 

(1) 感謝状 平成22年(2010年)1月8日 

(2) 感謝状 令和2年(2020年)7月22日 

 

2. 特定非営利活動法人Reライフスタイル 

＜世界の子どもたちにワクチンを贈る、子どもたちの成長を支援、環境の保全 

のため、ペットボトルのキャップをNPO法人に納品＞ 

(1) 感謝状 平成24年(2012年)7月10日 

(2) 感謝状 平成27年(2015年)4月21日 

(3) 長期継続社賞 平成27年(2015年)4月21日 

(4) 感謝状 平成29年(2017年)4月11日 

(5) 感謝状 令和2年(2020年)11月9日 

(6) 感謝状 令和3年(2021年)3月31日 

 

3. 横浜市ＳＤＧｓ認証制度”Ｙ－ＳＤＧｓ”標準  

(1) 認証 令和3年(2021年)3月30日 
 

本

社 

名 称 
株式会社REJ 

所 在 地 
横浜市金沢区福浦２―

３―２ 

総従業員数 
２５８名 

資 本 金 
３億円 

 

２ 環境に対する企業理念の設定、管理体制 

(1) 基本理念・自己宣言等 

１．環境方針 

環境理念 

株式会社ＲＥＪは、地球環境の保護が最重要課題のひとつであると認識し、事業活動のあらゆる分野で環境に

配慮した行動に努め、持続可能な社会の発展に貢献します。 

 

 

行動指針 

提出いただいた応募書類（規約・会則等、役員名

簿、収支書類を除く）は、活動内容紹介のため、

ホームページ上に公開します。応募用紙・補足資

料に個人情報を記載しないようご注意ください。 
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1.（事業を通じた地球環境への貢献） 

 環境配慮型製品の設計・開発・製造・販売とサービスを通じて、省資源･省エネルギー・環境保護の推進に貢

献します。 

 

2. （法令遵守と汚染の予防） 

 環境関連法規はもとより、環境に関する協定・指針等を遵守し、環境汚染の予防と環境リスクの削減に努め

ます。 

 

3. （環境負荷の低減と循環型社会の実現） 

 （1）事業活動に伴い発生する環境負荷を低減させるため、省資源・省エネルギー・資源のリサイクルを推進

するとともに、廃棄物の減量化に努めます。 

 （2）地球温暖化抑制のため、電力・燃料等の省エネルギー活動を推進し温室効果ガスの発生の抑制に努めま

す。 

 （3）人の健康に害を与える環境負荷物質の低減に努めます。 

 

4. （環境意識の向上） 

 全役員に対して環境教育を実施し、意識の向上を図るとともに、環境保護活動の推進を目指します。 

 

5. （継続的改善） 

 環境目的・目標の PDCA サイクルを進め継続的な改善に努めます。 

 

この環境方針は、社内に周知徹底するとともに、ホームページ等で公開します。 

 

2. スローガン 

① 3R活動 

・分ければ資源、混ぜればごみ 

・リサイクル出来るものは、すべてリサイクルしましょう 

・環境活動は日常活動です 

・一人の 100 歩より、百人の 1歩が大切です 

・エコへの取り組みが毎日の暮らしを変える 

・ペットボトルのキャップを回収し、世界の子供たちにワクチンを贈る運動 

・１年で１件改善されると、１０年で１０件改善されることになります 

 

② 横浜事業所周辺清掃、海の公園/野島公園ボランティア清掃 

・YOKOHAMA - Our Place - Our Responsibility 

・地元金沢の海を大切な財産として未来へ引き継ぐお手伝い 

 

③ SDGs への取組み 

・未来に続く環境負荷低減に向けた技術とソリューション 

・環境上の法令遵守、環境負荷の低減、廃棄物の減量化等への取組み 

・次世代の豊かさのために生活の安心に貢献 

 

(2) 環境マネジメントシステム関連 

 取組等の名称 詳 細 内 容 

ア 認証等 

1.ISO14001 

 

2. 横浜市3R活動優良事業所

認定 

 

 

 

3. 横浜市 SDGs 認証制度”Ｙ

-SDGs”標準 

1. 平成15年(2003年)12月12日～現在に至る 

 

2. 平成 25年(2013年)～令和 2年(2020 年) 8年連続 

 

 

 

 

3. 令和 3年(2021年)3 月 30日      横浜市 y-SDGs 

             横浜市 HP掲載 認証制度 HP掲載 

イ 組織体制 1. 環境マネジメントシステ 1. 環境マネジメントシステム体制 
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ム体制 

 

(1) トップマネジメント 

(2) 環境管理責任者 

 

 

(3) SDGs 環境委員会 

 

 

(4) 環境推進リーダー 

 

 

 

2. 環境社会検定試験(eco検

定)合格者  

 

 

(1) 代表取締役社長 

(2) 当社横浜事業所の SDGsへの貢献及び環境管理業務を統括・

推進する責任者を指し、横浜事業所長（常務取締役）が担

当する。又、環境管理責任者は SDGs 環境委員長を兼任す

る。 

(3) SDGs への貢献及び EMS を推進するための企画・立案・審議

等を行う。毎月 1回開催 

 

(4) 各所属における SDGs 及び EMS の推進担当者であり、所属

長が管下の従業員の中から任命する。 

 

2. 1名(平成 27年(2015 年)7月 26 日) 

ウ チェック 

機構 

1. 環境上の遵守義務登録及

び評価 

 

 

 

 

2. トラブルへの適切対応 

 

1-1. 「ISO14001」の仕組みで環境マネジメントレビューの際、

経営層へ報告(年 1回) 

 

1-2. SGS ジャパン株式会社による環境上の遵守義務審査(年 1

回) 

 

2.「ISO14001」の仕組みで「環境情報通知書・対応書」を使用

し、情報の内容、対応方法と対応結果を記録 

エ その他の 

取組 

1. 環境教育 

 

 

1-1. 従業員及び横浜事業所構内協力会社へ環境教育を実施(年

1回) 

 

1-2. 環境教育の認識度の確認 

「教育・訓練認識シート」を作成し受講者が 1～5点の点数を記

入、理解度点数が低い場合はフォローアップ教育を実施 

 

 

(3) 取組結果等の公表・広報 

1.当社ホームページ  

(1) 環境への取組み、環境方針、製品技術情報、RoHS対応、ISO14001取得等を公開 

 

2. イプロスものづくりWeb 

(1) 当社の企業情報、製品サービス、カタログ、ニュースを公開 

 

3. タウンニュース 

(1)横浜市金沢区役所主催の「脱温暖化普及啓発パネル展」(場所：金沢区役所)に出展(平成 22年(2010年)11

月 11 日) ＊掲載地区：金沢区版 

(2) 横浜市 SDGs 認証制度”Y-SDGs”取得企業及び“省エネで貢献する企業”として掲載 

(令和 3 年(2021 年)8月 26日) ＊掲載地区：金沢区・磯子区版 

 

4. 独立行政法人環境再生保全機構         

① Web 

(1) ご支援の紹介(平成 24年度)           

(2) 感謝状の贈呈(令和元年度)  右記 

(3) 基金へのご支援(令和 3 年度 8月)＜直近＞ 

 

② 地球環境基金便り No.28 

(1) 環境募金活動が掲載(平成 22 年(2010 年)3月 1日)    

 

③ 地球環境基金のご案内リーフレット 
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(1) 職場の各フロアに募金箱設置を掲載(平成 25年(2013 年)3月) 

 

5. 横浜市記者発表資料 

(1) 横浜化学工業団地共同組合の電気自動車シェアリング事業に参画(平成 23年(2011年)2月 6日) 

 

6. 日本経済新聞 

(1) 横浜化学工業団地共同組合の電気自動車シェアリング事業に参画(平成 23年(2011年)2月 23日) 

 

7. ＮHK 首都圏ネットワーク 

(1) 横浜化学工業団地共同組合の電気自動車シェアリング事業に参画(平成 23年(2011年)2月 22日) 

 

３ 事業活動において環境に配慮している取組、社会貢献活動 

 ※取組や活動を開始した年度も記載してください。 

 
取組・活動等の

名称 
詳 細 内 容 

※(もし該当が

ある場合は、

SDGsの目標番号

を記入) 

(1)環境に配

慮した製品や

技術開発、サ

ービス等の提

供・導入 

 

1.環境貢献製品

一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種産業界へ大幅な省エネ面で環境に寄与 

貢献製品 

（コントローラ：

Compact PSC） 

・高速演算、高速同期通信 

・小型､省スペース 

・省配線対応 

・RoHS対応 

貢献製品 

（電源回生コンバー

タ：SS4000） 

・高調波抑制（力率１制御） 

・RoHS対応 

貢献製品 

（インバータ：

VZ7000、Drive 

MuLti） 

・小型､省スペース 

・省配線対応 

・コントローラ内蔵製品 

・低損失、低ノイズ対応 

・RoHS対応 

貢献製品 

（共通コンバータ） 

・制御盤の小型化 

・省スペース 

貢献製品 

（エネルギーマネジ

メント） 

・受電容量削減（ピーク電力カット） 

・電源バックアップ 

トータルエンジニア

リング 

・自社製品/EMS製品の開発・製造 

・産業機械用モータドライブシステ

ムの制御 

・幅広いアフターサービス 

リアルタイムの面で環境に寄与 

遠隔サポート 
 

 

 

 

・ei-Services（異常通知メールサー

ビス） 

・ORTAS（リモートメンテナンスサー

ビス） 

顧客に設置された産業機械の制御装

置に不具合が発生した際、機械の制

御装置に繋がれたパソコンと当社の

専用回線を繋ぎ、リモートメンテナ

ンスシステムで復旧作業をサポート 
 

 

7、9、13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

(2)省エネ・ 1. 電気使用量の 1-1. デマンド監視装置による電力監視 7、13 
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CO2 

排出量削減

の 

取組 

削減 

 

 

2. フロン排出抑

制法の遵守 

 

3. 紙使用量の削

減 

 

4. 事務消耗品の

購入 

1-2. 冷暖房温度の適正管理 

1-3. 作業場の LED化 

 

2. エアコン、冷凍冷蔵機器等の簡易点検、定期点検 

 

 

3. 裏紙/Nアップの使用、原則カラーコピー禁止 

 

 

4. エコマーク商品を購入 

 

 

 

13 

 

 

12 

 

 

12 

(3) 廃 棄 物

削減の取組 

1. 3Rへの取組

み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-1. ごみの分別は 31品目、ごみ分別をスタートさせる際、

個人・会議室のごみ箱を撤去し、清掃委託業務費用を削

減。コピー用紙を資源化で縛る際は、「紙紐」を使用 

  マニフェスト計量を㎥から kgへ変更 

   
会議室のごみ箱  ごみ分別表(31品目)   紙紐 

を撤去      を掲示 

 

    
ごみの分別を分かり ペットボトルの  横浜市資源循環局 

易く表示      キャップ回収   HP掲載 

 

1-2. 横浜市 3R活動優良事業所認定 

平成 25 年(2013 年)～令和 2年(2020 年) 8年連続 

 

1-3. 横浜市への減量化・資源化等計画書報告での資源化率 

(1) 令和2年度(2020年度) 94.1％ 

(2) 令和元年度(2019年度) 95.3％ 

(3) 平成30年度(2018年度) 95.5％ 

一般ごみ（燃やすごみ）、食品ざんさ、その他(廃プラスチッ

ク類)以外は 100％資源化 

 

1-4. 剥離紙の資源化 

・422.15kg（平成 23年(2011年)2月～令和 3年(2021 年) 

10 月） 

・段ボール箱のフルート(ナミナミした波型)へ再生 

・剥離紙のごみ箱は、コピー用紙の箱を使用し手作り 

   
剥離紙のごみ箱  段ボール箱の   剥離紙のごみ箱に 

フルート     異物混入防止対策 

 

1-5. 横浜市廃棄物管理責任者講習会講師担当 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12、17 
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2. 海洋プラスチ

ック対策 

 

 

 

 

 

 

 

・横浜市資源循環局長より講師派遣要請を受けて講師を担当 

・開催日：平成 27年(2015年)7月 30日（午前・午後） 

・場所：関内ホール 

・出席者：1,165 名 

・紙の資源化について、横浜市は市民へレシート 1枚から協

力要請、当社は従業員へ付箋 1枚から教育していることを

強く述べた。 

・講習会終了後、出席者より横浜市資源循環局を経由して 3

件の質問、また出席したＯ社より直接質問を受けて回答し

た。 

質問 回答 

御社では、作業服やユニ

フォームを廃棄する際、

ボタンやファスナー等も

分別されているのでしょ

うか？ 

 

 

分別していません。作業服

やユニフォームの廃棄につ

いては、当社と産業廃棄物

処理委託業者で相談した結

果、廃プラスチック類の産

業廃棄物として排出し、中

間処理業者で破砕処分し、

路盤材としてリサイクルし

ています。 

環境必携（右記上図）（A5

サイズ版で従業員が胸ポ

ケットに携帯）、教育訓練

自覚シート（当時の名称

（右記下図））について詳

しく教えてください。 

 

 

※「環境必携」及び「テ

スト」は現在非公開 

   

 

 

 

 

 

 

環境方針、全社・部門環境

目標、受講確認印欄等を記

載、私の目標・役割・私が

実行できることを従業員が

記入        

 

 

 

 

 

 

全社環境教育で習得した内

容をテストして認識を確認 

 

  
関内ホール     講習会資料１   講習会資料２  

 

2-1. 廃プラスチックは 100％資源化 

 

2-2. 従業員及びその家族と海の公園、野島公園のボランティ

ア清掃を通じて自然共生体験 

 

(1) 海の公園ボラ

ンティア清掃

通算7回 平成24年(2012年)5月～

平成30年(2018年)10月実施 
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（年1回） 

(2) 野島公園ボラ

ンティア清掃

（年1回）、 

通算5回 平成26年(2014年)3月～

平成30年(2018年)5月実施 

 

   
海の公園     野島公園      有限会社森吉が  

ボランティア清掃 ボランティア清掃  参加 

 

   
野島公園ボラン  野島公園ボラン  海の公園ボラン  

ティア清掃前   ティア清掃後   ティア清掃 

 

「2021年は新型コロナウイルス感染症のため、活動休止」 

(4) 生 物 多

様性 

保全等の取

組 

 

1. 横浜事業所で

“ショウリョウ

バッタ”の生態

系を回復 

 

 

 

1. 横浜事業所緑地帯に 2020 年夏植栽した“ひまわり”の種

を 2021 年 6月収穫し種を蒔き、2021年 7月“ショウリョウバ

ッタ”の生存を確認し生態系を回復させた。 

 

 

 

ひまわりの種      ショウリョウバッタ 

11 

(5) 社 会 貢

献活動 

 

 

1. 地域美化活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 横浜市との連

携し、地域課題

解決に向けた取

組み 

 

 

 

1. 地域美化活動 

(1) 横浜事業所周辺

清掃 

通算168回 平成17年(2005年)7

月～令和3年(2021年)11月実施 

延べ参加者 3,704名 

回収量   1,838kg 

 

 

 

 

         

参加 61名     横浜事業所周辺清掃 横浜事業所周辺清掃 

                   で粗大ごみを回収  

 

2. 横浜市と連携し、地域課題解決に向けた取組み 

(1) 横浜市金沢区役所主催の「脱温暖化普及啓発パネル展」

（場所：金沢区役所）に出展（平成 22年(2010年)11月） 

(2) 横浜グリーンバレー参画（平成 22年(2010年）) 

横浜グリーンバレーとは、臨海部をモデルに「環境」を切り

口とした産業の育成と環境教育の充実に取り組み、温室効

果ガスの削減と経済活性化を進める構想 

a) スマートメーターの設置等をもとにエネルギー使用状況

の計測・見える化 

b) 従業員への環境教育(内容：低炭素化を図るエネルギー施

11 
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策の展開、世界に求められる環境・エネルギー産業の育成

等)(平成 22年(2010年)9月 6日) 

c) 平成 22 年度横浜グリーンバレー説明会の講師(平成 22 年

(2010年)5月 27日) 

・題名：当地発急速充電器の開発 

・主催：横浜市地球温暖化対策事業本部 

・場所：横浜市金沢産業振興センター) 

(3) 横浜化学工業団地共同組合の電気自動車シェアリング事

業に参画（平成 22年(2010年)2 月） 

(4) 同上 横浜市記者発表資料に当社が紹介（平成 22年(2010

年)2月） 

   
出典した   金沢区役所に  横浜グリーンバレー参画 

パネル    パネル出典   を社内報で紹介        

(6)その他 

1. 製品含有化学

物質管理 

 

 

 

 

2. RoHS 指令：

欧州連合（EU）

の有害物質規制 

 

 

3. 環境・SDGs

教育 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. SDGs アンケ

ート実施 

 

 

 

 

1. 製品が廃棄・リサイクルされた際、含有化学物質によって

は人の健康被害や、環境汚染を引き起こす可能性が考えら

れます。当社では、製品含有化学物質管理を設計・開発、購

買、製造等の各段階にいたるまで法規制に遵守した適切な

管理を徹底しています。 

 

2. 電気・電子機器で、技術的に代替が難しい一部用途を除き、

欧州委員会委任指令(EU)2015/863 に基づいた、鉛、カドミ

ウム、水銀、六価クロム、PBB、PBDE、DEHP、BBP、DBP、DIBP

を含有しない製品を提供しています。 

 

3-1. 全社(横浜事業所構内協力会社含む)環境・SDGs 教育を 

実施 

・令和 2年度(2020年度)から環境教育の中で SDGs教育を 

実施 

・令和 2年(2020 年)10月実施 

・令和 3年(2021 年)7月～8月実施 

   
平成 27年(2015 年) SDGs 教育資料 1  SDGs教育資料 2 

全社環境教育 

 

3-2. インターンシップ向教育 

・インターンシップ受入れ時に環境・SDGs 教育を実施 

 

4. SDGs アンケート実施 

・「今後、あなたが SDGs の 17ゴールの中で寄与したいと思う

番号のアンケート」を実施 

・アンケート期間：令和 2年(2020年)10月 1日～10月 31日 

・回答者：従業員、協力会社（清掃/食堂/警備/制御盤組立配

線の委託企業） 

・上位 3ゴール 

3、12 
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5. ISO14001への

取組み 

 

 

 

 

6. ヨコハマ SDGs

文化祭 2021参加 

12つくる責任つかう責任：22.0％  

3 すべての人に健康と福祉を：10.3%  

7 エネルギーをみんなにそしてクリーンに：8.5％ 

・アンケートの 1貧困をなくそう 4.5％、2飢餓をゼロに 4.0％

を受けて、「世界食糧デー」である 10 月を飢餓募金キャン

ペーンの期間と定め実施、国連 WFP 協会へ 10,936 円寄付し

た。（令和 3年(2021年)11月 16日  

   
アンケート集計   正門で飢餓  ヨコハマ SDGs 

募金を呼びかけ 文化祭 2021参加 

           

5-1. ISO14001 審査で 12 年連続(平成 23年(2010 年)～令和 3

年(2021 年)“特筆すべき点(ストロングポイント)”を受

けた。 

 

5-2. 環境側面と SDGs17 ゴールとの関連付けを展開し活動 

 

6.ヨコハマ SDGs文化祭 2021に参加(令和 3年(2021年)7月 10

日)し、理解促進 

 

 

 

1、2、3 
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※SDGs（持続可能な開発目標）を達成するための活動の中で、環境の保全や環境教育など、環境に関する活動

は応募対象となるため、参考までに御記入いただくものです。該当しない場合は記入不要です。 

 

４ 成果を上げている取組や先駆的・模範的な取組・事業 

 

取組や事業の名称 詳 細 内 容 

1. 省エネ製品とアプ

リケーション 

 

 

 

 

 

2. RoHS 指令への対応

（環境にやさしい製

品の製造） 

 

 

 

3. 社会・地域貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.一般的にモータを駆動するインバータは交流電源の供給により動作しますが、機械を

減速、停止させる時の回生エネルギーは、抵抗器により熱として放出され、電力の消

費と環境を悪化させます。 

株式会社 REJ は、日本におけるモータ制御のパイオニアとして、1980 年代から 

回生エネルギーをコンデンサに蓄電する方式、また同時に動作するモータで 

消費する共通コンバータ（DC BUS）方式を開発、提供しました。 

 

2. 家電製品や産業用電気製品には鉛などの有害物質が使用されており、環境への影響

が大きな問題となっています。EUにおいては、RoHS 指令により 2006 年 7月より有

害 6物質の含有量が制限されます。株式会社ＲＥＪでは、EUの RoHS 指令施行に先駆

けて、RoHS 対応の製造ラインを完備し、 2006 年 1 月から出荷する製品について順

次対応を行っています。 

 

3. 社会・地域貢献 

 内容 活動期間 利害関係者 成果 

(1) 環境募金 平成 15 年(2003

年)8月～現在 

［18 年 3 ケ月継

続］ 

独立行政法人環

境再生保全機構 

552,215 円 

(2) 横浜事業所周辺

清掃 

平成 17 年(2005

年)7月～現在 

［16 年 4 ケ月継

続］ 

横浜事業所の近

隣会社・地域社会 

168 回実施  

延 べ 参 加 者

3,704 名 

回収量 1,838kg 
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(3) 世界の子どもた

ちへワクチンを

贈る運動 

平成 20 年(2008

年)8月～現在 

［13 年 3 ケ月継

続］ 

NPO 法人 Re ライ

フスタイル 

543.8kg 

BCD(結核)ワクチ

ン約 217,520 個 

(4) 剥離紙を分別回

収し、段ボール箱

のフルート(ナミ

ナミした波型)へ

再生 

平成 23 年(2011

年)2月～現在 

［10 年 9 ケ月継

続］ 

 

興栄紙材株式会

社 

422.15kg 

 

 

５ 今後の取組・活動方針  

※次年度以降の目標や継続のための取組・活動方針も含めて具体的に記入してください。 

※現在活動休止中の場合でも、今後の活動の見込みや方針について御記入ください。 

 

1. 当社ホームページに SDGsへの取組み、SDGs取組み事例を公開(2021年 12月) 

和文、英文を掲載します。 

 

2. SDGs部門別教育を開催(2022年 1月から) 

トップマネジメントから「 SDGs 達成に向けてどのように取組んでいくかについては、事業活動を通じて SDGs に

貢献したい。各部門別に SDGs教育を実施して当社の事業活動が SDGs とつながっていることの理解を深めて活動

して欲しい。」という指示があり社内展開します。 

 

３. 社会的価値と企業的価値を創出、 

引き続き、一人ひとりが環境保全や環境への影響を低減する意識をベースに、環境法規制の遵守、環境パフォーマ

ンスの向上（コスト、工数、無駄などの削減）、SDGs 達成に向けた活動などに取組みます。更に、利害関係者からの信

頼性の向上を図り、社会的価値と企業的価値を創出し、持続可能な社会の実現を目指します。 
 

４. 海の公園ボランティア清掃を実施(2022年 2月～3月) 

新型コロナウイルス感染の状況を考慮し検討します。参加は従業員及びその家族、協力会社に呼びかけます。 

 

６ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 

●最も注目してもらい・評価してもらいたい取組 

●一番成果があがっていると思う取組 

●他の企業と異なる強み・独自性 

●取組の過程で、どのような努力・苦労があったか  など 

●最も注目してもらい・評価してもらいたい取組 

⇒“継続は力なり”をモットーに 2003年 1月より環境活動をスタートさせて地道に社会貢献・地域貢献活動に

取組んでいることです。 

 

●一番成果があがっていると思う取組 

⇒3Ｒ活動 

ごみの分別を 31品目として活動し、横浜市 3R 活動優良事業所認定を 8 年連続取得。その間、平成 27年(2015

年)に横浜市資源循環局より横浜市廃棄物管理責任者講習会講師の派遣の依頼がありました。その理由は中小企

業から横浜市資源循環局へ“どのようにごみの分別を行えばよいのか”分からないとう問合せに対して、当社

の 3R 活動がユニークであり、十分中小企業において 3R 活動が出来るという事でありました。例えば、ごみを

分別するため、個人・会議室のごみ箱を撤去、剥離紙のごみ箱はコピー用紙の箱を使用した手作り品、付箋 1 枚

から紙の資源化、無理せず 1年に 1つ新しい取組みを行うなどです。 

 

●他の企業と異なる強み・独自性 

⇒当社は、1964 年の設立以来、モータドライブソリューションのパイオニアとして、各種産業機械（鉄/非鉄金

属業界、自動車業界、紙/ダンボール/フィルム業界等）で必要とされる制御システムを築き上げてきました。 
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 幅広い業種の機械制御で培った技術力とノウハウは当社の強みであり、モータドライブに最適な制御機器を開

発する技術、産業機械に最適な制御システムを設計する技術、そして、機械のライフサイクルに応じて最適に

サービスをする技術、これら３つの技術力を更に強化するために、挑戦と成長をし続けています。 

 

●取組の過程で、どのような努力・苦労があったか  など 

⇒環境活動は全てを一度には出来ないので 1 年に 1 つ新しい取組みを加えていきました。横浜市資源循環局の

立入調査時の指導・助言を真摯に受け止め、社内の調整、理解を深めながら地道に環境活動を展開しました。 

 横浜市資源循環局の立入調査時の指導・助言、対応 立入調査年月日 

(1) ① 一般ごみ箱に、カップ麺の容器が混入。カップ麺は廃プラス 

チックで分別する。 

⇒ 平成 21年(2009年)2月から実施済み 

平成 20年(2008 年)11 月 19日 

(2) ① 剥離紙の分別を検討する。 

⇒ 平成 23年(2011年)2 月から実施済み 

平成 22年(2010 年)9月 13日 

(3) ① 食堂のざんさ物を計量する。 

⇒平成 25年(2013年)1 月から実施済み。 

平成 24年(2012 年)11 月 1日 

(4) ① 一般ごみ箱に、紙が混入。  

② 家庭ごみの水切り【目安：ペットボトルのキャップ１杯（4g）】 

最近ごみの水切りをしない家庭が増えているため、ごみを焼却

する前に熱風でごみを乾かす工程の温度が 120 度から 160 度

へ上昇して燃料費が増加した。  

③ＭＹバックを普及させて、レジ袋の発生抑制に努める。 

⇒ 平成 25年(2013年)8月 23日環境教育で全従業員へ教育済み。 

平成 25年(2013 年)7月 5日 

(5) ① 一般ごみ箱の中に廃プラスチックの包装状態のバームクーヘン

が入っていたので、一般ごみと廃プラスチックの 2分別とする。 

⇒ 平成 26年(2014年)9月 18日環境教育で全従業員へ教育済み。 

平成 26年(2014 年)7月 8日 

   

 環境活動の内容 活動開始年月 

(1) ごみ分別 平成 15年(2003 年)7月 

(2) 環境募金 平成 15年(2003年)8月 

(3) 横浜事業所周辺清掃 平成 17年(2005 年)7月 

(4) 食堂のざんさ物をたい肥化 (現在休止) 平成 18年(2006年)9月 

(5) MY 箸運動/食堂の割箸は使用しない運動 (現在休止) 

(現在、食堂ではプラスチック箸を使用) 

平成 20年(2008年)8月 

(6) ペットボトルのキャップを回収し世界の子どもたちへワクチン

を贈る運動 

平成 20年(2008年)8月 

(7) ノーマイカー運動 (現在休止) 平成 20年(2008 年)8月 

(8) カップ麺等の臭いのある廃プラスチックを一般ごみから廃プラ

スチックごみで回収 

平成 21年(2009年)2月 

(9) ペットボトルを 3 分別 平成 23年(2011 年)2月 

(10) 剥離紙を分別し、段ボール箱のフルートに資源化 平成 23年(2011 年)2月 

(11) 電池を分別し、路盤材、鉄などに資源化 平成 24年(2012年)3月 

(12) 海の公園ボランティア清掃 平成 24年(2012年)5月 

(13) 野島公園ボランティア清掃 平成 26年(2014年)3月 

(14) リユース文庫 平成 26年(2014年)7月 

(15) たばこの箱を 3分別 平成 28年(2016年)7月 

(16) ブリックパックの中がアルミ貼りのものは、一般ごみ(燃えるご

み)へ分別 

平成 28年(2016 年)7月 

(17) 飢餓募金 令和 3年(2021年)10月 
 

 



省エネ製品とアプリケーション

株式会社REJの省エネ製品とそのアプリケーション技
術の事例を紹介いたします。

１．共通DC BUSによるインバータ駆動

２．コンデンサバンクによる回生電力の再利用

３．正弦波電源回生コンバータSS4000

株式会社REJ



1. 共通 DC BUSによるインバータ駆動

～

材料の流れ

張力の方向

回生エネルギー
発熱消費

エネルギー消費
電源エネルギー

消費大

一般的なインバータは
AC電源で駆動します。
回生セクションのエネル
ギーは放電抵抗で発熱
消費します。
従って電源からは力行
分すべてのエネルギー
を供給する必要がありま
す。

巻出：回生（発電） 巻取：力行

張力の方向

材料の流れ

AC電源

放電抵抗

一般的な構成



1. 共通 DC BUSによるインバータ駆動

～

材料の流れ

張力の方向

共通コンバータ

DC BUS

回生エネルギー エネルギー消費

電源エネルギー
消費小

当社のインバータはDC

電源に対応しています。
ライン全体のDC電源を
共通（DC BUS）化するこ
とで回生セクションのエ
ネルギーをロスなく他セ
クションで使用します。
従って電源からの供給
エネルギーは機械のロ
ス分のみとなり大幅な省
エネが可能となります。

巻出：回生（発電） 巻取：力行

張力の方向

材料の流れ

AC電源 DC電源

共通DC BUSの構成



２. ｺﾝﾃﾞﾝｻﾊﾞﾝｸによる回生ｴﾈﾙｷﾞｰの再利用

～

材料の流れ

電源エネルギー
消費大

加減速を繰り返す装置では
一般的に減速時の回生エネ
ルギーは放電抵抗で発熱消
費し、加速時のエネルギー
は電源から供給します。
従って電源からの供給エネ
ルギーには常に加速分のエ
ネルギーが必要です。

材料の流れ

AC電源

一般的な構成

ロータリーカッター

減速時の回生
エネルギーは
発熱消費

モータの速度

放電抵抗

減速時の回生エ
ネルギーを発熱
消費 加速時のエネ

ルギーは常に
電源から供給



２. ｺﾝﾃﾞﾝｻﾊﾞﾝｸによる回生ｴﾈﾙｷﾞｰの再利用

～

材料の流れ

コンバータ

電源エネルギー
消費小

当社ではDC電源部にコ
ンデンサバンクを装備し
ます。
減速時の回生エネルギ
ーをコンデンサバンクに
蓄電し、次の加速時のエ
ネルギーに使用します。
従って電源からの供給エ
ネルギーは機械のロス分
のみとなり大幅な省エネ
が可能となります。

材料の流れ

AC電源 DC電源

コンデンサバンクの構成

ロータリーカッター

コンデンサバンク

回生エネルギー
を一時的にコン
デンサバンクに
保存し再利用。

減速時の回生エネル
ギーを次の加速エネ
ルギーに使用。

モータの速度



３．正弦波電源回生コンバータ SS4000

従来のダイオード整流型コンバータは、ダイオードの整流機能を使ってＤＣバス電圧を
つくっていました。正弦波ＰＷＭコンバータは、ダイオードの部分をトランジスタに置き
換え、そのスイッチング動作によって、入力電源波形を正弦波になるように制御してい
る直流電源装置です。

入力電流は入力電源電圧位相と完全同期しており、力率は０．９５以上を実現していま
す。またＤＣバス電圧を一定に保ち、回生モードと力行モードの切り替えを自動的に行
います。ダイオード整流型コンバータでは回生エネルギーを放電抵抗による発熱で消
費しますが、正弦波ＰＷＭコンバータは回生エネルギーを電源へ戻し消費しません。

電源電流波形

ＳＳ４０００（正弦波ＰＷＭ）

力行 回生

従来型（ダイオード整流型）

力行

力率０．９５以上 力率０．８０以下

電源相電圧 電源相電圧

入力電流

入力電流

入力電流

電源相電圧



サイン

テーブル

３相 / ２相 ２相 / ３相 PWM生成

Ｕ．０００

－＋

－

＋

ＤＣバス電圧ＤＣバス電圧指令

７００ＶＤＣ ６７５ＶＤＣ

７００ＶＤＣ

６７５ＶＤＣ

ＡＣ４００Ｖ

Ｐｏｗｅｒ

Ｓｕｐｐｌｙ

θ

Id

Iq

インバータ

ＳＳ４０００

電源相電圧

入力電流

①急激に負荷がかかった場合や、入力電源電
圧の低下があった場合、ＤＣバス電圧が低
下します。

②ＤＣバス電圧指令値よりも実際のＤＣバス電
圧が低下した場合、SS4000は入力電流を増
やす方向にＰＷＭ信号を生成し、電源から
電流を流し込む。その結果ＤＣバス電圧が
上昇し、ＤＣバス電圧指令値が保たれます。

Ｐ

Ｎ

モータリング

モード

電力方向

0 -> 100%の負荷変動があった場合、
最大で25VDC以下の低下が60mSecで
回復する。

60mSec

３．正弦波電源回生コンバータ SS4000



サイン

テーブル

３相 / ２相 ２相 / ３相 PWM生成

Ｕ．０００

－＋

－

＋

ＤＣバス電圧ＤＣバス電圧指令

７００ＶＤＣ ７２５ＶＤＣ

７００ＶＤＣ

７２５ＶＤＣ

ＡＣ４００Ｖ

Ｐｏｗｅｒ

Ｓｕｐｐｌｙ

θ

Id

Iq

インバータ

ＳＳ４０００

電力方向

電源相電圧

出力電流

Ｐ

Ｎ

回生

モード

①急激に負荷が抜けた場合や、回生電力が戻
る場合、または入力電源電圧の上昇があっ
た場合、ＤＣバス電圧が上昇します。

②ＤＣバス電圧指令値よりも実際のＤＣバス電
圧が上昇した場合、SS4000は入力電流を減
らし、出力する方向にＰＷＭ信号を生成し、
電源へ電流を戻す。その結果ＤＣバス電圧
が低下し、ＤＣバス電圧指令値が保たれます。

100 -> 0%の負荷変動があった場合、
最大で25VDC以下の上昇が60mSecで
回復する。

60mSec

３．正弦波電源回生コンバータ SS4000



３．正弦波電源回生コンバータ SS4000

ＳＳ４０００は定常的に回生状態となる設備に最適です。
また、電源高調波を抑制したい場合に有効にご使用頂け
ます。

使用例
• クレーン設備
• 巻出装置
• テストスタンド用負荷装置
• 三次元トランスファー
• その他


